
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

医
療
、
介
護
食
開
発
の
メ
デ
ィ
ケ
ア
キ
ッ
チ
ン
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）
の
研
究
協
力
を
得
て
開
発
し
た
、
患
者
や
高
齢
者
の
た

め
の
ピ
ュ
ー
レ
状
食
品
「
ケ
ア
フ
ー
ド
」
の
販
売
第
１
弾
と
し
て
、
お
節
料
理
「
け
あ

ふ
ー
ど
・
お
せ
ち
」
を
販
売
し
て
い
る
。
千
葉
市
若
葉
区
の
仏
料
理
店
「
シ
ェ
・
ケ
ン
」

が
製
造
し
た
。
申
し
込
み
は

日
ま
で
。

メディケアキッチン

千葉労働局が製作した最低
賃金をアピールするポスタ
ー

千
葉
労
働
局
は

〜

日
に
順

次
発
効
す
る
７
業
種
の
県
特
定
最

低
賃
金
や

月
に
発
効
し
た
県
の

最
低
賃
金
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
ポ
ス
タ
ー
と
一
覧
表
を
製
作

し
た
。
労
働
条
件
の
悪
化
を
防
ぐ

最
低
賃
金
を
周
知
し
、
県
内
事
業

所
に
順
守
を
呼
び
掛
け
る
。

ポ
ス
タ
ー
は
千
葉
県
の
地
図
を

背
景
に
、
「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最

低
賃
金
！
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
や
各
最
低
賃
金
額
を
デ
ザ
イ

ン
。
毎
年
作
成
し
て
い
る
が
、
今

年
は
特
定
最
低
賃
金
額
の
表
示
を

大
き
く
し
た
の
が
特
徴
と
い
う
。

１
５
０
０
部
作
成
。
一
覧
表
と
と

も
に
県
内
経
済
団
体
や
労
働
団
体

な
ど
に
配
布
す
る
。

県
の
最
低
賃
金
は
１
時
間
当
た

り
７
４
８
円
、
特
定
７
業
種
の
最

低
賃
金
は
７
８
８
〜
８
５
０
円
に

定
め
ら
れ
て
い
る
。

最低賃金アピール
千葉労働局 ポスター製作
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債務危機 国の債務（借
金）返済への不安が高まる

と、国債価格は下がる。国が破綻
に追い込まれなくても、国債を保
有する金融機関に大きな損失を与

え、貸し渋りなどを通じて経済に
大きな打撃となる。危機は先進国
中では、国内総生産（ＧＤＰ）比
最悪水準の債務残高を抱える日本
にも対岸の火事ではない。

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ

ＥＵ 受難の１年

欧
州
に
は
受
難
の
１
年

だ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
の
財

政
危
機
を
発
端
と
し
た
欧

州
の
債
務
（
借
金
）
危
機

は
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ

ン
へ
も
波
及
。
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
や
各
国
首
脳
に

よ
る
度
重
な
る
危
機
解
決

へ
の
決
意
表
明
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
解
決
へ
の
糸
口

は
つ
か
め
て
い
な
い
。

危
機
の
始
ま
り
は
２
０

０
９
年
秋
の
ギ
リ
シ
ャ
の

政
権
交
代
。
前
政
権
が
示

し
て
い
た
財
政
赤
字
の
見

通
し
を
パ
パ
ン
ド
レ
ウ
政

権
（
当
時
）
が
大
幅
に
引

き
上
げ
た
こ
と
か
ら
、
ギ

リ
シ
ャ
が
債
務
を
返
せ
る

の
か
、
不
安
が
一
気
に
広

が
っ
た
。

ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
続
き
、
今
年
４
月

に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
国
際

通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
な

ど
に
支
援
を
要
請
。
７
月

に
は
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
第
２

次
支
援
策
も
固
ま
っ
た

が
、
不
安
は
解
消
せ
ず
、

月
に
は
ユ
ー
ロ
圏
第
３

位
の
経
済
大
国
、
イ
タ
リ

ア
の

年
国
債
利
回
り
が

「
危
険
水
域
」
と
さ
れ
る

７
％
を
突
破
し
た
。

利
回
り
の
上
昇
は
国
債

価
格
の
下
落
と
同
義
で
、

高
い
利
子
を
付
け
な
い
と

投
資
家
が
国
債
を
買
っ
て

く
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。
利
子
負
担
の
増
大
か

ら
財
政
が
圧
迫
さ
れ
、
さ

ら
に
国
債
が
売
ら
れ
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
や
す

い
。
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ

ン
の
よ
う
な
大
国
が
破
綻

に
追
い
込
ま
れ
れ
ば
、
世

界
経
済
の
大
混
乱
は
必
至

だ
。一

方
、
米
国
で
も
財
政

運
営
方
針
を
め
ぐ
っ
て
与

野
党
が
激
し
く
対
立
。
８

月
に
は
米
大
手
格
付
け
会

社
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ン

ド
・
プ
ア
ー
ズ（
Ｓ
＆
Ｐ
）

が
、
政
治
的
混
乱
を
理
由

に
、
最
上
位
だ
っ
た
米
国

債
の
格
付
け
を
初
め
て
引

き
下
げ
た
。

９日 ブリュッセルで記者会見するＥＵの
バローゾ欧州委員長 左 とファンロンパイ
ＥＵ大統領 ロイター＝共同

∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

メディケアキッチンが販売する
けあふーど・おせち

ケ
ア
フ
ー
ド
は
、
病
気
や
加

齢
に
よ
っ
て
通
常
の
食
事
が
と

り
に
く
く
な
っ
た
人
も
、
食
べ

や
す
く
、
飲
み
込
み
や
す
い
よ

う
に
ピ
ュ
ー
レ
や
ジ
ュ
レ
状
に

加
工
し
た
食
品
。
「
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
た
く

な
い
」
「
家
族
と
一
緒
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
た
い
」
と
い
う
が

ん
患
者
の
声
か
ら
発
想
が
生
ま

れ
た
た
め
、
一
流
シ
ェ
フ
の
創

作
で
味
を
追
求
し
た
。

県
産
野
菜
や
高
級
食
材
を
煮

込
み
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
な

ど
し
た
。
素
材
の
味
を
生
か
し

た
の
が
特
徴
で
、
保
存
料
や
防

腐
剤
は
不
使
用
。
医
師
と
管
理

栄
養
士
が
監
修
し
、
栄
養
分
析

も
行
っ
て
安
全
と
栄
養
面
に
配

慮
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
は
オ
マ
ー
ル
海
老

の
ム
ー
ス
リ
ー
ヌ
、
な
め
ら
か

栗
き
ん
と
ん
、
胚
芽
米
と
古
代

米
の
雑
煮
な
ど
９
種
類
入
り
。

冷
凍
で
届
く
。
メ
デ
ィ
ケ
ア
キ

ッ
チ
ン
は
「
栄
養
た
っ
ぷ
り
で

お
い
し
い
、
日
本
一
豪
華
な
医

療
介
護
食
。
み
ん
な
で
一
緒
の

も
の
を
食
べ
、
患
者
さ
ん
や
お

年
寄
り
も
家
族
と
楽
し
い
時
を

共
有
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い

る
。１

〜
２
人
用
（
１
段
）
が
１

万
５
０
０
円
、
１
人
用
は
５
２

５
０
円
。
申
し
込
み
は
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
フ
ァ
ク
ス
、

電
話
か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
３
（
６
３
２
４
）
９
７
０

２
。

消えゆく ＳＡＮＹＯ
三洋本社ビルのロゴ撤去

１
文
字
ず
つ
取
り
外
さ
れ
る
三
洋
電
機
本
社
ビ

ル
の

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｏ

の
ロ
ゴ

日
午
前

大

阪
府
守
口
市
で
共
同
通
信
社
ヘ
リ
か
ら

三
洋
電
機
本
社
ビ
ル
（
大
阪

府
守
口
市
）
の
壁
面
に
掲
げ
ら

れ
た
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｏ
」
の
ロ
ゴ

が

日
、
取
り
外
さ
れ
た
。
来

年
１
月
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル

ー
プ
の
新
体
制
移
行
に
伴
い

「
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
」
の

ロ
ゴ
に
付
け
替
え
る
。
他
の
拠

点
で
も
順
次
交
換
さ
れ
、
長
年

親
し
ま
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｙ
Ｏ
の
ロ

ゴ
は
建
物
や
看
板
か
ら
も
姿
を

消
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ロ
ゴ
は
縦
約
３
㍍
、
横
約
９

㍍
で
、
１
９
９
９
年
の
本
社
完

成
時
か
ら

階
部
分
に
設
置

さ
れ
て
い
た
。

日
は
朝
方
か

ら
ク
レ
ー
ン
で
１
文
字
ず
つ

地
上
に
下
ろ
さ
れ
、
敷
地
内

の
看
板
な
ど
の
ロ
ゴ
も
外
さ
れ

た
。近

く
に
住
む
会
社
員
の
男
性

は「
寂
し
い
気
持
ち
も
あ
る
が
、

三
洋
も
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
も
地
元

の
企
業
。
こ
れ
か
ら
も
グ
ル
ー

プ
で
結
束
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
こ
と
し
４

月
、
三
洋
と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

電
工
を
完
全
子
会
社
に
し
て

お
り
、
来
年
１
月
か
ら
３
社
の

事
業
を
再
編
・
統
合
し
た
新

体
制
に
移
行
す
る
。
商
品
の

ブ
ラ
ン
ド
も
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ

ｉ
ｃ
へ
の
統
合
を
進
め
て
い

る
。

日
本
政
策
投
資
銀
行
は

日
、
化
学
品
メ
ー
カ
ー
の
東
洋

合
成
工
業
（
東
京
）
の
防
災
へ

の
取
り
組
み
が
優
れ
て
い
る
と

し
て
、
独
自
の
「
防
災
格
付
け
」

に
基
づ
く
低
利
融
資
を
実
行
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
融
資
額
は

億
円
程
度
で
東
庄
町
で
の
工

場
建
設
費
に
充
当
さ
れ
る
と
い

う
。政

投
銀
に
よ
る
と
、
東
洋
合

成
は
半
導
体
や
液
晶
パ
ネ
ル
向

け
の
感
光
性
材
料
、
香
料
材
料

の
分
野
で
世
界
有
数
の
メ
ー
カ

ー
。
災
害
時
の
事
業
継
続
計
画

を
整
え
、
関
連
す
る
国
際
規
格

の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
点
な

ど
を
評
価
し
た
。

東
庄
町
の
工
場
は
来
年
３
月

に
完
成
す
る
予
定
で
、
香
料
原

料
を
生
産
す
る
。
東
洋
合
成
は

兵
庫
県
淡
路
市
で
も
工
場
新
設

を
計
画
し
て
い
る
。

政

投

銀

の

防
災
格
付
け

東
庄
町
で
の
工
場
建
設
費
に

米
国
訪
問
の

高
校
生
募
集

Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険

Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
は
、
来
年
の
夏

休
み
に
米
国
へ
招
待
す
る
高
校

生

人
の
募
集
を
始
め
た
。
国

際
交
流
を
目
的
と
し
た
同
社
の

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
で
、
参

加
費
は
無
料
。

来
年
７
月

日
か
ら
８
月

日
ま
で
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
な

ど
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
。

現
地
の
高
校
生
と
共
同
生
活

を
体
験
し
、
相
互
理
解
を
深
め

る
。募

集
期
限
は
来
年
２
月

日
。
通
学
し
て
い
る
高
校
の
校

長
推
薦
が
必
要
。
書
類
審
査
と

面
接
な
ど
で
男
女

人
ず
つ
を

選
ぶ
。

問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｉ
Ｕ
高
校

生
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
務

局
、
電
話
０
３
（
５
８
１
９
）

８
２
８
８
。

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

フ
ァ
ミ
マ

国
内
出
店
も
加
速

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
上
田

準
二
社
長
は

日
ま
で
の
共
同

通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
赤

字
が
続
い
て
い
る
中
国
事
業
に

つ
い
て
、
２
０
１
５
年
に
黒
字

化
す
る
と
の
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
た
。

中
国
で
は
出
店
に
伴
う
初
期

投
資
で
赤
字
と
な
っ
て
い
る

が
、

年
に
上
海
地
区
が
黒
字

に
転
じ
、
店
舗
数
が
現
在
の
６

倍
以
上
の
約
４
５
０
０
店
と
な

る

年
に
中
国
全
体
で
の
黒
字

化
を
目
指
す
。上
田
社
長
は「
黒

字
化
後
に
出
店
は
急
加
速
す

る
」
と
し
、

年
で
約
８
千
店

と
し
て
い
る
出
店
計
画
の
引
き

上
げ
の
可
能
性
も
示
唆
し
た
。

国
内
市
場
は
成
長
余
地
が
限

ら
れ
る
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
新
た
な
進
出

先
と
し
て
海
外
事
業
を
強
化
す

る
と
し
た
。

国
内
に
つ
い
て
は
「
５
万
店

で
（
市
場
は
）
成
熟
を
迎
え
、

業
界
の
淘
汰
（
と
う
た
）
と
再

編
が
進
む
」
と
指
摘
。
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
現
在
約

４
万
５
千
店
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
上
田
社
長
は
「
残
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
積
極
的
に
出
店
す

る
」
と
述
べ
、

年
２
月
期
は

国
内
出
店
も
大
幅
に
増
や
す
方

針
だ
。

今
後
の
コ
ン
ビ
ニ
は
「
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
重
要
性
が

高
ま
る
」
と
分
析
。
少
子
高
齢

化
で
利
用
者
層
と
し
て
拡
大
が

見
込
ま
れ
る

〜

代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品
開
発
を
強

化
す
る
ほ
か
、
低
コ
ス
ト
で
建

設
可
能
な
タ
イ
プ
の
店
舗
を
活

用
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
や
過
疎
地
域
に
積
極
的
に
出

店
す
る
計
画
だ
。

年
以
降
の
国
内
景
気
に
つ

い
て
は
「
政
治
に
説
得
力
と
実

行
力
が
な
い
。
向
こ
う
５
年
間

は
デ
フ
レ
傾
向
が
続
く
」
と
述

べ
た
。東

電

年

内

に

追
加
支
援
要
請
へ

賠
償
額
増
大
で

東
京
電
力
は

日
、
原
子
力

損
害
賠
償
支
援
機
構
に
対
し
、

年
内
に
も
追
加
の
資
金
支
援
を

要
請
す
る
方
針
を
固
め
た
。
東

電
は

月
に
支
援
機
構
か
ら
福

島
第
１
原
発
事
故
の
賠
償
費
用

と
し
て
約
９
千
億
円
の
支
援
を

受
け
た
が
、
合
理
的
に
見
積
も

る
こ
と
が
で
き
る
賠
償
額
が
さ

ら
に
増
え
た
た
め
、
２
回
目
の

要
請
を
す
る
。

追
加
の
支
援
額
は
数
千
億
円

規
模
に
な
る
見
通
し
。
新
た

に
認
め
ら
れ
た
自
主
避
難
に

関
す
る
賠
償
費
用
約
２
千
億

円
に
、
政
府
が
来
週
発
表
す
る

避
難
区
域
の
再
編
案
で
１
〜

３
年
ほ
ど
先
に
帰
還
が
認
め
ら

れ
る
避
難
者
へ
の
賠
償
額
を
加

え
る
。

法
律
上
、
賠
償
に
必
要
な
費

用
は
支
援
機
構
が
立
て
替
え
る

仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
東
電

が
賠
償
額
の
増
大
に
よ
っ
て
債

務
超
過
に
陥
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
事
故
収
束
と
廃
炉
に
向
け

た
費
用
の
負
担
や
、
燃
料
費
の

増
加
で
東
電
の
財
務
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
政
府
は

公
的
資
金
に
よ
る
資
本
注
入
を

検
討
し
て
い
る
。

上田準二社長
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